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舶工第８３号 

令和元年５月１５日 

 報 道 各 位 

 

「Offshore Technology Conference ２０１９展示会」に参加 

 

一般社団法人 日本舶用工業会 

 

当会は、日本財団助成事業として、５月６日から５月９日まで米国ヒューストン市で開

催された「Offshore Technology Conference(OTC) 2019」に参加した。 

OTC はオフショアに関するイベントとしては世界最大規模のものであり、当会の参加は

今年で７度目となった。 

 

当会からは小野正治副会長、小田茂晴オフショア事業戦略検討委員長をはじめ会員企業

９社及び国際石油開発帝石㈱＜INPEX＞、JX石油開発㈱＜JX＞、（国研）海洋研究開発機

構＜JAMSTEC＞、（一財）日本海事協会＜Class NK＞にて日本パビリオンを形成した。  

今回特筆すべき点としては、世界的なオフショア関係企業が多数出展することから展示

場所の確保が極めて難しい「メインホール」に、小規模ながら日本ブースを設けることが

できたことが挙げられる。同ブースには終始多くの来場者が訪れ、会員企業のカタログや

当会作成のオフショア市場向けカタログを手に取り、問い合わせや日本企業との面談希望

などが多数あった。一方、「アリーナホール」には昨年度と同様、日本パビリオンを設置し

たが、各企業等のブースでは来場者からの問い合わせや商談が活発に行われ、我が国舶用

機器のＰＲを積極的に行うことができた。 

主催者の発表によると、本年の来場者数は５９，２００人となり、昨年実績（６１，３

００人）を若干下回ったものの、日本パビリオン参加企業等からは来場者からの問い合わ

せや商談において、前年に比べ前向きな内容が増えたとの声が多く聞かれた。また、展示

会場内で行われるオフショア関係者によるプレゼン等においても、昨今の油価の上昇にと

もないマーケットは既に底を打ち、開発生産コストの低減を引き続き図ることにより回復

がより確かなものになるとの見方が多く示された。 

 

また、展示会初日の５月６日に、日本パビリオン出展企業・機関等５７名による交流会

を開催し、参加者間の積極的な情報・意見交換を行った。 

また、展示会２日目には、毎年実施しているMinute Maid Stadiumにてヒューストンを

はじめとする欧米のオフショア関係企業等と当会会員企業によるネットワーキングレセプ

ションを開催したところ、約２００名の参加があった。 

 

【OTC２０１９関連の同時実施事業】 

５月３日：国際石油開発帝石㈱＜INPEX＞及び JX 石油開発㈱＜JX＞のヒューストン事務

所を訪問し、昨今の Oil & Gas開発案件等に関する情報交換や当会のオフショ
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ア事業の紹介を実施 

５月６日：MODEC International. Incを小野正治副会長、会員企業及び事務局で訪問し、

昨今の Oil & Gas開発案件や市場動向に関する情報交換及び当会オフショア事

業の紹介を実施 

５月６日：日本パビリオン出展企業・機関（オフショア上流企業等を含む。）５７名による

交流会を開催し、情報・意見交換を実施 

５月７日：ネットワーキングレセプションをMinute Maid Stadiumにて開催し、各国オフ

ショア関係者約２００名が参加 

 

 

【展 示 会 概 要】 

名    称：Offshore Technology Conference２０１９ 

開催期間：２０１９年５月６日(月)～５月９日（木） 

場    所：NRG Park 

 

【日本パビリオン概要】 

展示場所：（メインホール）ブース No.１２７５ 

     （アリーナホール）ブース No.７１４５、７０４５、７０５３ 

 

（オフショア関連企業等）４社 

JX 石油開発㈱、国際石油開発帝石㈱、（国研）海洋研究開発機構、 

（一財）日本海事協会 

 

（参加会員企業）９社 

潮冷熱㈱、㈱金剛コルメット製作所、大同特殊鋼㈱、ダイハツディーゼル㈱、 

東京製綱㈱、日本ペイントマリン㈱、ヒエン電工㈱、富士貿易㈱、ヤンマー㈱ 

 

以 上 
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【参考写真】 

１）展示会場の様子 

 

メインホール 日本パビリオン 

 

 
アリーナホール 日本パビリオン 

 

 

寺崎神戸市副市長による日本パビリオン視察の様子 
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展示会場の様子 
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２）関連イベント 

 
５月６日 日本パビリオン出展企業・機関による交流会 

 

 

 

５月７日 ネットワーキングレセプションの様子 
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３）現地関係先の訪問 

 

国際石油開発帝石㈱＜INPEX＞ヒューストン事務所訪問 

 

 

 

JX石油開発㈱＜JX＞ヒューストン事務所訪問 
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MODEC International. Inc訪問の様子 

 

 

―――本件に関する問い合わせ先――――――――――――――――――――――――― 

一般社団法人 日本舶用工業会： 業務部 友松 

Email：tomomatu@jsmea.or.jp 

ＴＥＬ： ０３－３５０２－２０４１ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


